








塩基性フェリチンを抗原とする active in situ immune complex腎炎における免疫複合体

(IC)および補体 C3 の糸球体内動態と腎糸球体基底膜(GBM)透過性の変化を検討した。IC は

内皮下で形成され ICとして GBM 内を移動し上皮下 IC を形成した。内皮下 IC の一部は、浸

潤細胞により貧食処理され、一部はメサンギウム領域へ移動した。内皮下および上皮下に

集積した ICは、それぞれの部位で C3を活性化した。本モデルでは上皮下 IC 形成以前より

GBM 透過性亢進の存在が示唆された。 


